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成果の概要/ Htun Inzali 

 

【研究集会の概要】 

 

FEMS MICRO は、欧州微生物学会連合（FEMS）が主催する 2 年に一度の主要な学会および

展示会です。このイベントは、微生物学者、研究者、産業界のリーダー、政策立案者が一堂に会し、

最新の研究成果を共有し、ネットワークを広げ、協力関係を築くためのプラットフォームとなっています。 

FEMS MICRO は、研究、ネットワーキング、教育、アウトリーチ活動を通じて、地球規模の課題におけ

る微生物の影響力を高めることを目的としています。 

 

【発表内容】 

 

作物栽培は、土壌微生物が駆動する窒素循環に依存している。窒素循環に関与する人工微生物

生態系を構築することは、作物の生産性の向上や安定性の改善に有用な知見を提供しうる。しか

し、窒素循環に関わる微生物群集は、有機物を分解する従属栄養細菌、アンモニアを亜硝酸イオ

ンおよび硝酸イオンに変換する硝化細菌を含む複数の機能群の微生物で構成されており、その複雑

さのため制御や解析が困難であった。また、独立栄養性の硝化細菌群は成長が遅く、環境に対する

感受性が高いため、分離や培養が困難であった。 

本研究では、硝化細菌の分離に最適な条件の検討を行い、硝化微生物生態系の再構築に取り

組んだ。代表的な硝化細菌を用いてコロニー形成の環境条件の最適化を行い、0.4% CO₂、0.6%ゲ

ランガム、90×20 mm 深さのシャーレに 60 mL の培地、微量元素の添加により、コロニー形成時間を

短縮することに成功した。土壌を微生物源として、合成無機窒素培地で 37℃の条件下で硝化細

菌を複数回濃縮し、最適化した条件のもと単離を行い、分離した硝化細菌の活性の確認、16S 

rRNA 配列による簡易同定により 10 株のアンモニア酸化細菌（AOB）と 30 株の亜硝酸酸化細

菌（NOB）を取得した。さらに、分離した AOB および NOB を用い、 有機窒素含有培地中で従

属栄養細菌 Bacillus badius NBRC 15713 と共培養を行った結果、土壌を微生物源として用いた

際と同様の窒素動態を示した。 

本研究は、硝化細菌の分離を簡便化する手法を示すとともに、土壌の硝化プロセスのモデルとなる

簡略化された硝化微生物生態系の再構築に成功した。 

 

 



【学会での活動】 

 

FEMS Microbiology 2025 への参加は、非常に貴重で刺激的な経験となりました。発表者として、

私は人工的な硝化微生物生態系に関する自身の研究を国際的な参加者に紹介する機会を得ま

した。多くの研究者が私のポスターを訪れてくださり、微生物生態学や窒素循環、農業への応用につ

いて活発な議論が交わりました。彼らからの質問や提案は、新たな視点や今後の研究のヒントを与え

てくれました。 

発表以外にも、微生物間相互作用からバイオテクノロジーの応用に至るまで、最新の微生物学の進

展に関するさまざまなセッションやワークショップに参加しました。これらのセッションを通して、自分の知

識を広げ、現在の研究動向を把握することができました。また、世界中の微生物学者と交流する機

会にも恵まれ、研究ネットワークを広げるとともに、さまざまな研究アプローチについて学ぶことができまし

た。 

FEMS Microbiology 2025 は、自身の研究を発表する場であるだけでなく、学び、つながり、若手

研究者として成長するための非常に有意義な場でもありました。 

 

 学会での自身の発表 セッションやワークショップ ネットワーキング 


